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Writers built aroughness meter recently ontrial with a view to obtain a

instrument for use at work shops,embodyingthe following features.

Magni丘cation of severalthousand times.

Dispensable with test pieces,butdirectly applicableto theobjecttobetes･

ted.

Smal1measuring time.

Simple and robustin construction and easy to handle.

Not only be capable of recordiIlg rOughness but also have anindicatorto

measureit.

In principleit converts the movement of the contact needleinto the changein

electric volume whichismeasINed orrecorded bythe H device(Hitachi,s micros-

COpicvolume measuring device)with a comparativelylargemagni丘cationthrough

a single vacuum tube.

1n order fo examine the accuracyandreliabilityofthismeter,COmparison meas-

urements were madewith the standard roughness meter of KikaiShikenjo(The

Institutionof Machinery'Testing)and Nihon Kogaku,s roughnes$ meter On the

Same Sample.The results showed almost no difference between them.

Itis considered,however,thatanimprovementonthe adjustment mechanism of

terminalplates clearance wo111d makeit more convenient for use.at workshops.

[り 楕

鐘肌面及び機械加工仕上面等の粗さは､機械津具の精

度及び外郡上大きい影欝を及ぼすので､品質の向上の上

から大いに関心を持たれねばならない｡故に製造工場に

於ては製造される各磯召酎こついて錯肌機械仕上面の粗さ

を精確に把握して行く事がヽ品質管理上極めて必要な要

素の一つになって釆た｡

しかし乍ら､現在一般に数千倍級の倍率を持つ粗さ測

定機は､其の方式が光畢的､電気的､或は機械的を間は

ず､一々試験片を採らねば測薫出来ないものが殆どであ

って現場向でない｡

日立製作所日立工場

今同試作した測定機ほ､此の敏粘を除去する事に主眼

粘を置いた｡即ち､構造取扱が簡単でLかも試験片のみ

ならず製品其の億でも比較的短時間にオシロ撮影又は指

示計器で測定旧来る様にした｡

[ⅠⅠ]測 定 庶 理

試作測窟薦の測定原理を国元すると､第1圃の通りで

ある｡即ちlピックアップ部分に放て髄針を測窟資料の

面に通常な観匪に按偶させ､然る後場針をモータ或は手

動によって移動させる｡その場合髄針は試験資料面の凹

凸に感じて上下動するが､それを電気容量欒化に置き換

それをH装置で 流に欒化増幅しヽオシノログラフ

させるか､或は､指京計音削こ依り測定面の粗さを
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第1固 測 定 原 理

Fig･1Skelton Diagram ofRoughness Meter

直讃出来ろ様にしたものである｡

[ⅠⅠⅠ]構 造

(り ピックアップ

観針の上下動を電気容量欒化に換える部分の構造は第

2国の路囲に示す通りで､此れについて簡単に説明す

る｡
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第2固 ピ ッ ク ア ッ プ構造略図

Fig.2 Skelton Drawing of Pick-up.

即ち､最初に測定機全膿をガラス面の様な平滑な面上

に戴せ､(6)の髄堅調整用つまみに依って髄堅を通常に

調整する｡(髄駐の決憩よ被測定面の材質､粗さ等に依

り多少異るものである)次に(10)のプーリーを手動或

は自動的;･こ同韓させると(4)のシールドケース全濃が

(8)の移動軸により(2)のベース上を移動する｡移動

展巨離はプーリー1同璃につき0･5mmである｡従って

(3)の髄針が(1)の試片上を移動する事になる｡此

の時髄針は測窯面の凹凸に應じて上下動し､その

(11)の蓄電器の容量欒化となる｡

た

化が

H装置は静電容量の微少萱整化に應じてそれに比例し

流を得られる様になって居る｡(9)ほ移動距離を記

錯させる のものでプーリー岡持毎に金属性の接瓢を接

髄きせ､オシログラフに記銀させる様にしたものである｡

表装置は 気的に増幅するので針の上下動を千倍以上

に境大する事は容易でありl倍率は極板の基隙或は面積

第33巻 第10栗

を加減する事に依り調整出来る｡重陽調整は(7)に示す

マイクロメーターヘッドを利用Lて居る｡横の倍率はオ

シログラフのドラムの同轄と憂との移動適度を襲える事

に依り任意に調整可能である｡(12)の軸承は計器用鏡石

軸承を用い極力摩擦抵抗及びガタが少くなる様留意して

ある｡第3固A及びBほ試作ピックアップの全景と内

部構造とを示すもので部品番競は第2圏と同じである｡

第3固-A

Fig.3-A

試 作 ピ ッ ク ア ッ プ

Pick-up,Trially Made of Roughness

Me･ヒer.

第3囲-B

Fig.3-B

作 ピ ッ ク ア ッ プ

Pick-up,Treally MadeofRoughness

Meter.

(2)H装置(日立式微小容量欒化測定装置)

本名構こ三日立式傲少容量

は第4囲に示す通りである｡

藻国力

化測定装置の略簡で結髄周

ゝら判る様に､蒙振管1太で動作する水昌襲振

諸に依る徴少容量欒化測定装置であって､此の種の他の

方式に比較して調整簡単且つ安定である｡木装置のピッ

クアップである二枚の極板間の辞 容量と陽極電流の開

係は第5圏に示すもので､粗さ測定のときはa-b部分を

利用する｡従って針の上下の襲肇位を静電容量欒化に換え

てやれば､護振電流はそれに比例して欒化する事は特性

から明かである｡
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A)安定性

容量転至化を利用るす電菜摘勺装置でほ概して感度が非常

によく､機械量を 宗量に換える欒換器部も構造が簡単

であるが､その反面動作が不安定になる惧れがあるので

此の粘特に注意を梯う必要がある｡従って試作に常って

は

a.配線は軍芯で比較的硬い説を使用して酉己硯の振動

等に依る浮晋容量欒化の防止

b･電源 匪欒動に封しては窯 墜放電管を使用して

一層源電匪欒動の影響切防止

C.ピックアップ部分には裏芸域製シールドケースを以

て覆い､ピックアップと H装置間の線は同軸ケーブル

を使用して､測定中の移動こ依るリード線の符量攣化防

止

等に留意してある｡

倍H装置は同路が非常に簡単で調整部分が少いので

操作が容易で 調整も容易である｡

第6圏のⅠ,ⅠⅠ曲線は夫々本装置の電線電墜を欒化さ
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葦6固 安定度に封す る 貨験

Fig,6 Experiment of Stability.
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せた場合の指示の安定度と､時間経過に対する指示の安

定性を嘉す 験結果である｡

B)感 度

第7匡卜Aは陽極電流封容量の感度曲線で1InAの振

れを生ずるに要する容量欒化は約 0.4P.F となる事が

わかる｡

第7囲-B(次貢)は5cmヨの平行二極板を接近させて

行く時の陽極電流の欒化を表すもので､感度は極板距離､

面積に依り贋範囲にかえ得る事は明かである｡第8圏は

H装置の外聞である｡

節7固一A 感 度 特 性

Fig.7-A Charac■とeristic Curve ofSensitivity.

[ⅠⅤ]測定上注意すべき事項

(り 極頼の空隙調整
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第7固-B

Fig.7-B

極枚距離と感匿との関係

Relation between Comdenser

I)istance and Sensitivity.

第8固 H 塾 装 置

Fig･8 HType Apparatus.

これは測定上最も問題となるもので､髄針の長さは髄

針が測定面に接触した際､レバーが水平になる様にし､

それから第2固の(7)を同韓せしめて極板を接触させ

(闇気的に確認)その位置から(7)を逆方向に徐々にま

あして一定のギャップ迄開く｡即ちマイクロメー∵ダーヘ

ッドの目盛から常i･こ極板の距離を一定に保つ審が田来る

様にした｡

(2)購 針

髄針法に依って粗さを測定する場合､礪針の先端の曲

率牛笹及び角度により差異の出て来る事は既に文献に種

種頚表されて居る通りである｡太賓瞼に於ては普通の蓄

音器針を使用し､其の曲率半径:ま概ね5/100mm(鴬眞

第9圃参照)であり摩耗の場合は油紙に依り研摩して使

用した｡

文観針の移動速度･は0･6mm/皿iェ1,とし､髄魔は略､

6grで測定を行った｡髄針先端の曲率牛笹5/100mmは

論 第33巻 第10競

第9固 鰯 針 の 央 端

Fig.9 Extreme Point of Needle.

第10国 賓 臨 中 の 寛 眞

Fig.10 Photograph of Experimentation.

少し大きくヽ之ほ常然面の粗さに依り決萱されるもので

ある｡

[Ⅴ]測 定 結 果

本試作粗さ測定器に依り種々の仕上画に就いて測定し

果を第11,ほ,13圏に示してある｡

第11圃は正確度を知る ガラス面の同一箇所を

第11固 縞ガラ ス面の測定結果

Fig.11Measurement Example of

Striped Glass.
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第12固 試作粗き測定器による賛測記録

Fig･12 Measurement Example ofTrialy

Made Apparatus.
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3同測定したものである｡

第12圏は各種仕上面を試作測薫器に依り寛測したも

ので､横倍率60倍､縦倍率1000倍である｡

第13囲は第一2囲に示すものと同一資料(No.ト4)

を磯城試験所に於て測定したもので其の倍率は､横30

倍､縦500倍である｡

･倍粗さば図画こ示してある通りである｡

[ⅤⅠ]結果に射する検討

(1)倍率の決定

工業技術臨機械試験所に於て検定を受けた標準試験片

により決定Lた｡極飯粒離､オツシログラフの調整､電

∴; 匿を一定にLた は勿論である｡

(2)信頼度及び正確度

試作品の

として､同一

拭度を検討する矧こ縞ガラスの表面を試料

ガラス面上を三岡､同一針を移動させて

寅険した結果が第11圃1,2,3であるが､殆ど同じ汲

形を記 して居る｡叉同一試料に就いて､日赤光嬰製粗

さメータ､機械試政所粗さメータ､試作粗さメータに就

て比較したが殆ど差が認められない

[VlI]結 言

果を得ている｡

肌両及び機械仕上面の粗さ測定を偶針法により､髄

針の 宗谷量萱 化にかえ､H装嵐こより彗

験したわけであるが､極板茎灘
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第13固 機械式胎井粗さ測定器による箕測記録

Fig.13 Measuremen七Example by Kikaish-

ikenjo'sRaushnen Meter.

整機構さこ更に改良を加

えるならば一段と現場試鹸に適する測萱魔になるものと

考える｡

終りに本賓験に有益なる御助言を賜った磯城試験所､

山本技官､日立 腺工場久本 ミ長並びに寛験に御協力下

された検査課高橋君に深甚の謝意な表する次第である｡
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